
特　集
ア
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
６
年
に

農
業
に
特
化
し
た
就
労
支
援
事
業
を
設
立
。

現
在
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
若

者
の
就
労
の
場
と
し
て
、
ホ
ッ
プ
、
さ
つ
ま

い
も
の
栽
培
、
栽
培
に
係
る
６
次
化
商
品
製

造
や
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
に
係
る
補
助
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
巻
市
農
業
担
い
手

セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
農
を
希
望
し
て
い
る
人

に
合
わ
せ
た
就
農
支
援
や
、
仕
事
に
就
け
て

い
な
い
若
者
を
対
象
に
１
週
間
泊
り
が
け

で
農
業
に
触
れ
て
も
ら
う
農
村
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。

●
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る

副
代
表
理
事　
真
壁　
さ
お
り　
氏

　
総
評

　
真
壁
氏
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

つ
い
て「
大
切
に
し
て
い
る
想
い（
意
識
）」

と
「
自
分
た
ち
の
活
動
に
ど
う
や
っ
た
ら

活
用
で
き
る
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
解
説

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
と
も

に
行
う
地
域
づ
く
り
の
価
値
や
、
他
団
体

と
の
連
携
、
農
業
と
福
祉
の
よ
う
な
他
分

野
と
の
連
携
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
宮
城
県
地
域
共
生

社
会
推
進
会
議
の
取
組
に
つ
い
て

　
最
後
に
、
事
務
局
か
ら
本
会
議
の
取
組

を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
議
論
を
深

め
る
た
め
、
構
成
団
体
か
ら
な
る
専
門
部

会
に
、
３
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

❶
地
域
の
課
題
解
決
分
科
会

　
・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
実
情
調
査
と
活
動
支
援

❷�

市
町
村
支
援
及
び
普
及
・
啓
発
分
科
会

　
・�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
等
の
実

施
に
向
け
た
取
組
支
援

　
・�

構
成
団
体
及
び
福
祉
以
外
の
団
体（
企

業
等
）の
活
動
促
進
に
向
け
た
普
及・

啓
発

❸�

地
域
に
お
け
る
社
会
資
源
調
査
分
科
会

　
・�

各
地
域
の
地
域
資
源
を
調
査
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化

　
今
後
も
、
本
会
で
は
「
宮
城
県
地
域
共

生
社
会
推
進
会
議
」
を
通
じ
て
、
様
々
な

主
体
に
よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
が
、
さ
ら
に
活
性
化
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲認定特定非営利活動法人あかねグループ　活動のポイント（真壁氏作成）

▲イシノマキ・ファーム　活動のポイント（真壁氏作成）

事例報告の様子①▶︎

◀︎事例報告の様子②
▲社会福祉法人角田市社会福祉協議会　活動のポイント（真壁氏作成）

ああかかねね

ググルルーーププ

出出会会いい

ふふれれ

ああいい

学学びび

合合いい

支支ええ

合合いい

出会い、ふれあい、学び合いそして支え合い

理理念念をを実実践践すするるとと、、
自自然然とと連連携携・・協協働働のの

循循環環ががででききるる

ああかかねねササロロンン

ああかかねねオオーーププンン講講座座

ああかかねねままつつりり

ああかかねねちちゃゃんん家家

認認知知症症カカフフェェ

配配食食ササーービビスス等等
介介護護保保険険事事業業

ボボラランンテティィアア
ココーーデディィネネーートト

（（特特活活））ああかかねねググルルーーププ

令和元年７月５日「第４回地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」 資料（一部改変）

多様な主体による地域活動の展開における出会い・学びのプラットフォーム

多世代・多様な人が集いつながる場づくり
角角田田市市社社会会福福祉祉協協議議会会

・個別支援から派生する社会資源の
創出、仕組み・工夫の考案の促進
・居場所づくり、生きがいづくり
・多様な社会参加、社会とのつなが
りづくり

・他分野・他世代がつながるまち
づくり
・社会参加の場の充実（担い手
不足をきっかけとする）
・共通の興味・関心から生じる
つながり
・住みよい地域をつくる

ナチュラルな資源

フォーマルサービス
⾏政
医療法⼈・社会福祉法⼈
企業、⾮営利活動法⼈

インフォーマルサポート
家族、親戚

地域住⺠、知⼈・友⼈
ボランティア・⺠⽣委員

内的
資源

地域のつながり

（（一一社社））イイシシノノママキキ・・フファァーームム

農を通じて多様な人々が豊かに暮らすまちづくり

社社会会資資源源をを総総動動員員！！連連携携・・協協働働でで当当事事者者のの力力をを引引きき出出しし
つつななげげるる
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特　集
　
令
和
５
年
11
月
21
日
に
開
催
し
た
宮
城

県
地
域
共
生
社
会
推
進
会
議
（
以
下
「
本

会
議
」
と
い
う
。）
は
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
令
和
４
年
２
月
に
宮
城

県
と
本
会
が
共
同
し
て
立
ち
上
げ
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
、「
み
や

ぎ
の
地
域
共
生
社
会
の
方
向
性
」
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
取
組
事
例
か

ら
、
地
域
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
ヒ

ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

み
や
ぎ
の
地
域
共
生
社
会
の

方
向
性
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
本
会
議
の
会
長
で
あ
る
村

井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
（
代
理 

志
賀
保
健
福

祉
部
長
）
か
ら
御
挨
拶
い
た
だ
き
、
次
い

で
、
本
会
議
の
副
会
長
で
あ
る
本
会
宮
川

耕
一
会
長
か
ら
「
み
や
ぎ
の
地
域
共
生
社

会
の
方
向
性
」
を
説
明
し
ま
し
た
。

●�

「
お
た
が
い
さ
ま
」「
少
し
の
お
せ
っ
か

い
」
の
機
運
を
広
げ
、
互
い
に
気
に
か

け
合
う
関
係
性
の
創
出
や
、
地
域
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
支
援
の
幅
を
広

げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

●�

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
被
災
地
に

浸
透
し
た
「
互
助
」「
共
助
」
の
意
識
を
、

全
県
下
で
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
。

●�

県
内
で
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
機
運
を
高
め
る
た
め
に
は
、
福
祉
以

外
の
団
体
も
巻
き
込
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
。

事
例
報
告

　
地
域
共
生
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
多
世
代
交
流
」
や
「
他
分
野
と
の
連
携
」

が
進
ん
で
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
３
団
体

か
ら
御
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
」

副
代
表
理
事
の
真
壁
さ
お
り
氏
に
各
団
体

の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

あ
か
ね
グ
ル
ー
プ

理
事
長　
清
水　
福
子　
氏

　
経
緯
と
主
な
活
動

　
子
育
て
を
終
え
た
主
婦
た
ち
有
志
10
人

が
集
ま
り
、
1
9
8
2
年
に
「
あ
か
ね
グ

ル
ー
プ
」
を
発
足
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

訪
問
先
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
「
も

や
し
一
皿
」
の
食
事
を
見
て
「
何
と
か
し

た
い
」
と
の
想
い
か
ら
、
老
人
給
食
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
現
在
は
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
に
お
弁
当
を
配
達
し
て
い
る

ほ
か
、
サ
ロ
ン
活
動
と
し
て
、
平
日
に
日

替
わ
り
の
ラ
ン
チ
や
軽
食
な
ど
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
月
に
一
度
、
子
ど
も
食

堂
「
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
の
家
」
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
。

●�

社
会
福
祉
法
人
角
田
市

社
会
福
祉
協
議
会

　
事
務
局
次
長
兼
係
長

岡
本　
圭
一
郎　
氏

　
経
緯
と
主
な
活
動

　
新
た
な
取
組
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ

角
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

か
ら
、
街
中
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、

「
何
か
一
緒
に
や
ら
な
い
か
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
角
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
角
田
市
社

協
」
と
い
う
。）
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
共
同
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
憩
」

を
運
営
し
、
平
日
に
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
の

提
供
、
自
主
製
品
の
販
売
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
管
理
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
中
心
に
行
い
、
角
田
市
社

協
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
「
障
害
者

就
労
支
援
施
設
の
ぎ
く
」
の
利
用
者
が
週

３
回
販
売
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人

　
　
イ
シ
ノ
マ
キ
・
フ
ァ
ー
ム

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
部
門

部
門
長　
池
田　
新
平　
氏

　
経
緯
と
主
な
活
動

　
東
日
本
大
震
災
後
、
現
代
表
理
事
が
石

巻
市
で
子
ど
も
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

が
激
増
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
高
校
生
や

若
者
に
就
学
・
就
労
の
サ
ポ
ー
ト
と
心
の
ケ

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て

令
和
５
年
度
第
１
回
宮
城
県
地
域
共
生
社
会
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

▲宮城県社会福祉協議会　宮川耕一会長
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